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各務原市の誕生を伝える新聞記事（朝日新聞　昭和 38 年 4 月 1 日）

昔
は
、
毎
日
の
よ
う
に

お
茶
の
間
で
家
族
が
向
き
合
っ
て

会
話
を
し
た
も
の
だ
。

そ
う
ね
。

家
族
団
ら
ん
の
時
間
を

取
り
戻
し
ま
し
ょ
う
。

　旧４町の合併により各務原市が誕生したのは、昭和38年

（1963）4月1日の事です。今年で、ちょうど50周年を迎

えました。これを記念して、歴史民俗資料館では企画展「懐

かしの昭和、50年前のお茶の間」をはじめとする複数の事

業を展開しました。

　これらの事業で取り上げた“好景気の昭和時代”は、大き

な反響を呼びました。資料館事務所のある中山道鵜沼宿町屋

館の一室を昭和のお茶の間に変え、昔を懐かしみ歓談する場

として来館者のみなさまに喜んでいただけました。
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■ドーナツ盤できく昭和歌謡　7 月 20 日 （土） ・ 10 月 26 日 （土）　於 ： 中山道鵜沼宿町屋館　参加者 20 名　■ガイド＆昭和小話　8 月 17 日 （土） ・ 9 月 21 日 （土）　参加者 16 名
■昭和の紙芝居　11 月 16 日 （土） ・ 12 月 14 日 （土）　■かるたとコマで遊ぼう　1 月 11 日 （土）　参加者 6 人　

各務原市　市制施行 50 周年記念事業

－ ２ －

★企画展「懐かしの昭和　50 年前のお茶の間」

★特別講演会

「アマギ隊員、昭和を語る」　

　　　　　講師：古谷 敏 氏

▲紙幣・硬貨・裁縫道具 ▲お茶の間再現展示

▲電話機・ソフビ人形

▲50 年前の商店街 ▲キャラクター玩具

▲講演中の古谷氏

▲チャリティーサイン会

▲ドーナツ盤できく昭和歌謡 ▲昭和の紙芝居 ▲かるた遊び

　昭和 38 年、 那加町 ・ 蘇原町 ・ 鵜沼町 ・ 稲羽町が合併して各務原市が誕生しました。 50 周年を迎えた平成 25 年度

には、 各種の記念事業を開催しました。

▲会場と一体になった座談会

市民の皆様から約 100 件

の資料提供がありました。

ご協力ありがとうございま

した。

古谷敏さんは、初代ウルトラマンのスーツアク

ター・ウルトラセブンのアマギ隊員役を演じら

れた俳優さんです。

★企画展連動イベント

★旧町庁舎跡地記念碑設置

レコード・紙芝居・かるた・コマなど、

昭和の娯楽を鵜沼宿で再現しました。

▲那加町庁舎跡（興亜町会館） ▲蘇原町庁舎跡（蘇原第一小学校） ▲鵜沼町庁舎跡（JA ぎふ鵜沼支店） ▲稲羽町庁舎跡（稲羽コミュニティセンター）

KAKAMIGAHARA CITY
50th ANNIVERSARY

7 月 20 日 （土） ～ 1 月 30 日 （木）　於 ： 中山道鵜沼宿町屋館　来場者 9,000 人 

10 月 20 日 （日）　於 ： 中央図書館多目的ホール　来場者 82 人

那加町 ・ 蘇原町 ・ 鵜沼町 ・ 稲羽町の庁舎跡に御影石製の石碑を設置。 11 月 1 日 （金）



－３－ －４－

1． はじめに

　各務原市北東部の丘陵地には、農業用水を確保・供給するための貯水池が目立ちます（図 -1）。これらの貯水池は、

土地の高い場所で湧水や雨水を堰き止め、高低差を利用して低い地域へ水を供給する役割をもちます。寛政 12 年

（1800 年）に制作された中山道分間延絵図には、翠池が描かれていますので、江戸時代から、こうした灌漑の仕組み

が整っていたことが分かります。

　ここで取り上げる大安寺池（別名は新池）は、明治 2年（1869 年）に完成したもので、工事の経緯について記録

が残されています。貯水池および水路工事の概要を現況で確認し、工事の采配を振った田宮如雲（図 -2）の狙いに

ついて考えてみます。

3． 大安寺池の位置と規模

　大安寺池は、その名称の由来となった臨済宗大安寺の門前に位置

します。かつて、池の位置は大安寺洞と呼ばれた谷地形で、そには

大安寺の参道があり少数の建物が存在したと言われています。この

場所に灌漑用の貯水池を造るため、堰堤が築かれて湧水や雨水が貯

えられました（写真 -1・2）。

　現在も大安寺池は、農業用水の貯水池として機能してます（写真

-1）。初期の記録では、大安寺池の面積は 3町 4畝 14 歩とされてい

ます。メートル法に換算してみると、1町≒9917.36 ㎡、1畝≒

99.17 ㎡、歩は坪に等しく 1坪≒3.31 ㎡ですから、大安寺池の記録

上の面積は約 30,195 ㎡となります。現況図から計算した池の上場

面積は約 32,548 ㎡でしたので、ほぼ正確だと思います。貯水量に

ついては、市農政課の台帳上は 14 万 5 千トンですので、水の体積

は 145,000 ㎥として、現在の池の最大水深は 4.8ｍということにな

ります。ただし、大正時代の改修工事で堰堤が高くされていますの

で、当初は浅かったことになります。

4. 堰堤と取水口の構造

　今回、堰堤を測量して断面図を作成してみました（図 -3）。

堰堤の高さは、池の外側で 8.8ｍ、内側で 7.7ｍです。満水時

の水位については、上述の算出値 4.8ｍを適用しています。

　現在の取水口は、堰堤中の南西寄りに位置しています（図 -4）。

取水口には水門が取り付けられ、開閉によって取水量を調整し

ています。その脇には余水吐が並び、降雨により増水した場合、

堰堤の決壊を防ぐため余分な水を排水します。

　取水は余水吐の下を潜って斜めに通り、クランクして余水吐

に接続しています（写真 -3）。そして大安寺川へ合流します。

　さて、初期の取水口はというと、現在の位置ではありません

でした。それは、堰堤南西端の斜面接続箇所に位置し、現在は

使われていませんが痕跡はよく残っています（写真 -4）。

写真 -1　堰堤から見た大安寺池 （奥が大安寺、 手前が水門）

写真 -2　大安寺池の外から堰堤を見上げる （堰堤の奥が池）

図 -1　大安寺池の位置と用水路の経路 （他にも多くの貯水池が造られている） 図 -2　田宮如雲の肖像画

図 -3　堰堤の断面図 （現在の形状です）
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写真 -4　現在は使われていない旧取水路 （クランク部分、 北東を見る）

写真 -3　堰堤から降りる余水吐と取水路の接続部分 （右が堰堤）

図 -4　大安寺池と水路の位置 （現況）

5. 大安寺池を造った意義

　各務原台地の農耕は、土壌の酸性が強く（pH4.6）古より困

難を極めていました。近代を迎え、この課題に取り組んだのが

田宮如雲でした。彼が注目したのは羽場・内野・各務原地区と

いう各務原台地の水田開発と灌漑でした。

　実際には、水路が素掘りだったため水漏れが激しく十分に通

水できなかったようです。また、林を伐り開いた黒ボク土壌の

水田は水持ちが悪く、この事業は 3年ほどで中止せざるを得な

くなり、さらに如雲の死も重なり、明治 4年（1971 年）の廃藩

置県とともに草薙隊も解散することになりました。惜しくも各

務野の開田は中断しましたが、その後も大安寺池の水は鵜沼東

町・鵜沼西町・鵜沼南町が水利権を得て有効に利用されました。

池の水は大安寺川を利用して下流域へ灌漑し、その受益面積は

55ha とされています。

　大安寺川の西畔には、彼の偉業を称えて建立された明治・大

正・昭和時代の石碑が存在します。そのうち、昭和 28 年の石

碑には、池のその後の経緯などが記されています。そこには、

旧鵜沼町長の言葉で、田宮如雲が造った大安寺池は「実に本町

の生命」であり、「早魃の程度に適応して、灌漑せられ、増産

に裨益する処蓋甚大」と書かれています。

　田宮如雲の努力は、もう一歩のところで完成に漕ぎ着けな

かったものの、現代に活かせる貯水池を築いた功績は高く評価

できます。

参考文献　

  1) 西村勝広・可児幸彦・奥田昌男・中根洋治・早川清，田宮如雲と貯水池及び水路，地盤工学会誌 Vol.62，2014．

　2）各務原市教育委員会：各務原の歴史，各務原市，pp.264 ～ 265，1990．

　3) 各務原市教育委員会：各務原市史 通史編 近世・近代・現代，各務原市，pp.348，pp.772，1987．

　4) 各務原市歴史民俗資料館：資料調査報告書第 10 号 各務原市の石造物，各務原市，pp.227 ～ 228，1989．

よし

各務野の灌漑計画　田宮如雲と大安寺池
じょ　うん

2． 工事のあらまし

　尾張藩は、生活に困る多くの武士や農民を救うため、300 名ほどの隊員を募集して鵜沼でフランス式の兵式訓練

を行いました。いわゆる屯田兵です。慶応 4年（1868 年）に作られた隊の名を草薙隊と呼び、その隊長は尾張藩の

家老、また同藩北地総管所（美濃太田）の代表であった田宮如雲です。彼は、尾張藩主徳川慶勝と幕末浮沈の運命

を共にし、その藩主への捨て身の忠誠心は岩倉具視や西郷隆盛らも一目置いたといわれる実力者といわれています。

　草薙隊には、鵜沼の人たちも参加しました。如雲は、訓練の合間に各務野に水田を作ろうと計画し、中山道太田

宿本陣の福田太郎八に命じ、明治 2年（1869 年）に大安寺洞に貯水池として大安寺池を完成させました。そして、

池水を利用した灌漑水路を、羽場・内野と各務原（現在の鵜沼各務原町）に向けて掘り、開田しました。
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★巡回パネル展 

「郷土の英雄　村国男依」 

あなたは、各務郡の英雄
“村国男依”を知っていますか？

時は古代、
壬申の乱（672 年）に
さかのぼります。

中山道鵜沼宿ボランティアガイドの会共催
ボランティアガイドが、５つのテーマを

決めて制作に取り組みました。このパネ

ルは今後も活用する予定です。 

▲巡回パネル展の様子（産業文化センター） ▲村国男依と壬申の乱

▲村国氏と村国郷 ▲村国男依への褒賞 ▲各務郡の古代寺院・古墳・神社 ▲村国男依ゆかりの地をめぐる

★各務野ヒストリー探検ツアー ■自然編 11 月 21 日 （金） 参加者 25 名 ・ 人文編 11 月 28 日 （木） 参加者 20 名

自然編では各務原台地の生い立ちを物語

る地形、人文編では遺跡や古墳を探検し

ました。新しい発見があったと思います。

■産業文化センター　10 月 16 日 （水） ～ 21 日 （月）　■木曽川文化史料館 10 月 23 日 （水） ～ 11 月 4 日 （月）
■中山道鵜沼宿脇本陣　11 月 8 日 （金） ～ 11 月 17 日 （日）　■イオンモール各務原 11 月 23 日 （土） ～ 11 月 30 日 （土）

★市制施行 50 周年印刷物 

▲自然編の様子（木曽川畔） ▲人文編の様子（大牧 1号古墳）

▲各務野ヒストリー探検 MAP 解説面

▲各務野ヒストリー探検 MAP 地図面

主なツアー場所

◎自然編　木曽川チャート層・木曽川

泥流堆積物露頭・鵜沼河岸段丘・各務

原台地断面露頭・河跡公園

◎人文編　坊の塚古墳・大牧１号古墳・

伝蘇我倉山田石川麻呂の墓・山田寺跡・

熊田山北古墳群

企画展の解説資料として、「懐かしの昭和・お茶の間新聞」を作成。また、各務野ヒストリ探

検ツアーの紙面版として探検 MAP を作成しました。

▲昭和のお茶の間新聞（ブランケット判）



２０１３　事業報告

１．歴史民俗資料の保存・調査事業 ２．文化財施設の活用

　市内の歴史民俗資料を調査し、その保存と活用を図りました。

　・資料の寄贈受入れと整理作業　136 点

　・資料の閲覧及び貸出し　11 件 85 点

　・資料掲載許可　4件 11 点　　

－ ６ －

※ 炉畑遺跡・旧桜井家・大牧１号古墳・天狗谷遺跡の利用人数は、

団体利用のみの数値です。

施設名 利用人数 利用団体数

炉畑遺跡 870 17

旧桜井家 103 1

大牧１号古墳 135 3

天狗谷遺跡 50 1

中山道鵜沼宿町屋館 9,034

中山道鵜沼宿脇本陣 8,203

木曽川文化史料館 2,200

合　計

46

46

31

企画展 近世各務原の領地支配　徳山分家領騒動

第 1会場　木曽川文化史料館
期　　間　2月 16 日（土）
　　　　　～ 2月 28 日（金）
第 2会場　中央図書館 3階展
示室
期　　間　3月 8日（土）
　　　　　～ 4月 6日（日）
入 館料 　無料
見 学 者　1,279 人

　江戸中期以降、領主の理不尽な収奪に対して百姓の反発が高まり、日本各地で騒動が発生しました。

この企画展では、地元で起きた旗本徳山分家領における「徳山主計領二か村騒動」（境川流域：野口村・

島崎村）について、百姓側の視点に立って騒動の展開、顛末を解説しました。

ミニ企画展 夏休みのコイリボチとウドン

夏休み期間に合わせて実施。各務原の野休みについて、ま

たそのときに食べた「ボチ」やウドンについての解説や道

具を展示しました。 会　場　木曽川文化史料館

期　間　7月 28 日（日）～ 9月 15 日（日）

入館料　無料

見学者　230 人

回 種別 実施日 対 象 内 容  人数 

１ 派遣 5月14日（火） 中央LDC前期長期講座 弥生時代の各務原 29人 
２ 出前 5月15日（水） 各務小学校（6年生） 各務原市の歴史を学ぼう 50人 
３ 派遣 5月18日（土） 各務原市歴史研究会 考古学から見た中世の各務原 80人 
４ 派遣 5月26日（日） 犬山市歴史研究会 各務原市の史跡 64人 
５ 派遣 6月11日（火） 中央LDC前期長期講座 現地講座 古代寺院・遺跡 29人 
６ 出前 7月26日（金） 緑苑小学校放課後子供教室 子供達に伝えたい各務原空襲 30人 

７ 出前 10月8日（火） 鵜沼第三小学校（3年生） 鵜沼の昔、昭和 82人 

８ 派遣 10月19日（土） 早友会 各務原台地の歴史 16人 
９ 出前 11月21日（木） 蘇原第一小学校（6年生） 子ども達に伝えたい各務原空襲 130人 
10 出前 12月13日（金） ヒストリー各務野会 各務原市の年中行事 26人 
11 派遣 1月10日（金） ヒストリー各務野会 旗本坪内・徳山陣屋跡 27人 
12 出前 1月17日（金） 川島中学校（1年生） 各務原台地の歴史 87人 
13 出前 3月19日（水） ふるさと楽会 各務原台地の歴史 40人 

３．出前講座・職員派遣

▲中山道鵜沼宿の見学者

▲企画展会場の様子（中央図書館３階）

▲企画展 徳山分家領騒動のポスター＆チラシ



▲木曽川学シンポジウム

　木曽川学の総まとめ。木曽三川の水害を見直すと

ともに、後にどう顕彰されていったのかを各専門分

野の間で討論しました。最後のシンポジウムです。

▲木曽川学野外活動「金華山の森林観察」

　金華山の植生や、そこで絶えず繰り広げられてい

る樹木の生存競争について、柳沢講師から詳しく教

えていただきました。

４．講座事業の一覧

▲夏休み小学生歴史教室

　第２回では、炉畑遺跡で石器や土器の採集体験を

しました。実際に矢じりや縄文土器のかけらが見つ

かり、参加者は大喜びでした。

▲歴史民俗セミナー

　今年で21回目を迎えました。今回のテーマは、「美

濃とは」です。各講師に興味深いお話をしていただ

きました。写真は、内堀講師です。

－ ７ －

木曽川学野外活動事業

木曽川学セミナー

歴史民俗セミナー

※ 市制施行50周年事業はP2とP5を参照

開催日 内容 参加者

5月11日(土)

～7月13日(土)

中山道鵜沼塾　楽しい将棋教室　全10回

　柴山芳之 氏　　　　　　　　　　　　　　　　中山道鵜沼宿町屋館
15人

6月12日(水)

～1月22日(水)

古文書入門講座「はじめての古文書」　全8回

　当館職員　　　　　　　　　　　　　　　　　 中山道鵜沼宿町屋館
15人

8月2日(金)
夏休み小学生歴史教室1　各務原の歴史発見！50年前を体験

　当館職員　                                 炉畑遺跡公園ほか
5人

8月9日(金)
夏休み小学生歴史教室2　各務原の歴史発見！5000年前の生活を知る

　当館職員　　　　　　　　　　　　　　　　　 中山道鵜沼宿町屋館
8人

8月31日(土)
怪談ライブ IN 町屋館

　市民講師　　　　　　　　　　　　　　　　　 中山道鵜沼宿町屋館
105人

9月19日(木)

・9月26日(木)

村絵図を歩こう　加佐美神社及び周辺

　当館職員                                   　　加佐美神社ほか
12人

10月10日(木)
石碑の拓本講座　芭蕉句碑

　当館職員　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　中山道鵜沼宿
7人

3月2日(日)
中山道鵜沼宿　媛街道ひなまつり

　小林豊子着物学院                       　　中山道鵜沼宿脇本陣
人

於　中央図書館多目的ホール

11月10日(日)
考古学から見た美濃の城と都市

　岐阜市教育委員会　内堀信雄 氏

12月8日(日)
後期古墳を通して見た美濃

　池田町教育委員会　横幕大祐 氏

1月12日(日)
美濃の頭分制

　岐阜女子大学講師　辻公子 氏

2月9日(日)
岐阜県の渡船場と太田の渡し場について

　美濃加茂市民ミュージアム　村瀬英彦 氏

3月9日(日)
和傘王国と呼ばれた国

　NPO法人ナガラビト理事長　藪下浩 氏

於　中央図書館多目的ホール

6月8日(土)
濃尾平野の形成過程と木曽川の役割

　岐阜大学名誉教授　小井土由光 氏

6月22日(土)
美濃と尾張の踏み返し鏡という鏡について

　南山大学名誉教授　伊藤秋男 氏

7月6日(土)
川と祭りの民俗

　九州産業大学准教授　須永敬 氏

7月20日(土)
木曽川沿岸の民間信仰～一宮を歩く２～

　中部大学准教授　越川次郎 氏

8月3日(土)
犬山城は、なぜ個人所有となったのか

　岐阜大学名誉教授　松田之利 氏

8月10日(土)
水を巡り旅　―大正～昭和初期における旅の情景―

　愛知淑徳大学教授　谷沢明 氏

8月17日(土)
里山と川のつながりについて

　岐阜県立森林文化アカデミー准教授　柳沢直 氏

9月7日(土)
木曽川流域の文化史

　岐阜大学留学生センター教授　森田晃一 氏

9月14日(土)
木曽三川の洪水と治水

　元岐阜聖徳学園高等学校講師　所史隆 氏

11月30日(土)
木曽川の運材を語る

　江戸東京博物館館長　竹内誠 氏

8月22日(木) 飼育係とまわる アクア・トト ぎふ 30人

9月4日(日) 薬用植物観察と薬膳料理に親しむ会 18人

9月12日(金) 薬用植物観察と薬膳料理に親しむ会 18人

9月27日(金) 馬とふれあう笠松競馬場見学 16人

10月10日(金) 岐南の史跡・遺跡を巡る 13人

10月17日(木) 笠松の歴史探訪 20人

10月25日(土) 根尾谷断層見学会 27人

11月15日(水) 輪中を歩く1 30人

11月16日(金) 金華山の森林観察 13人

11月21日(金) 各務原ヒストリー探検ツアー（自然編） 25人

11月28日(木) 各務原ヒストリー探検ツアー（人文編） 20人

12月4日(金) 岐阜・西濃の古墳見学会 31人

12月6日(水) 輪中を歩く2 28人

第11回木曽川学シンポジウム　「木曽川の水害　～昔と今～」

犬山国際観光センターフロイデホール

人

55人

木曽川学シンポジウム



５．町屋館・脇本陣の利活用

－ ８ －

▲ 「ラテンハープとギターの饗演」
　　 5月 12日　脇本陣

町屋館 脇本陣

市主催事業

展示･発表会

学習･作業･会議

平成 25 年度の施設利用件数

30

3

81

9

0

4

合計 114 13

（件）

中山道鵜沼宿イベントアルバム （主な行事の紹介）

▲ 「花は野にあるように　クレイフラワー展」
　　 5月 21 日～ 26 日　脇本陣

▲ 「薫藤茶会」
　　 5月 26 日　脇本陣

▲ 「喜田小夜子展 -松の乙女達-」
　　 6月 8日～ 21 日　脇本陣

▲ 「怪談ライブ IN 町屋館」
　　 8月 31日　町屋館

▲ 「鵜沼宿夏まつり」
　　 9月 2 2 日　鵜沼宿全体

▲ 「初春 おとこの伊勢型紙」
　　 1月 7日～ 13 日　脇本陣

▲ 「文化財防火デー 防災訓練」
　　 1月 26 日　町屋館ほか

▲ 「福招く立春大吉絵手紙展」
　　 2月 1日～ 7日　脇本陣

▲ 「中山道鵜沼宿 姫街道ひなまつり」
　　 3月 2日　脇本陣

▲ 「片桐好子・小高紀子Quilt二人展」
　　 3月 15 日～ 23 日　脇本陣

▲ 「鵜沼宿春まつり」
　　 3月 16日　鵜沼宿全体

　鵜沼宿では、当館及び市観光文化課等の主催事業を展開していま

す。また、創作活動や生涯学習活動の展示や発表会、地域の歴史研

究や文化振興の学習会や会議を行っていただく目的で、施設の貸出

しを行っています。本年度も多くの利用があり、賑わいました。



活動記 
中山道鵜沼宿まちづくりの会
中山道鵜沼宿ボランティアガイドの会

心に残る語り部を目指して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糟谷　博

　私は、知り合いのいない各務原市に転入してきました。
地域に溶け込むため、この地区の昔からの謂れや仕来りを
知るために古老を訪ね、さらに図書館で資料を調べていた
ところ、偶然にも広報誌で鵜沼宿ボランティアガイドの募
集記事を見つけました。これが、私がボランティアガイド
になったきっかけです。
　ガイドをしていて嬉しく楽しい事は、見学者から「すご
く良かった・参考になった」と言われた時、また、色々な
方と仲間になれることです。
　常日頃、心掛けている事は、一度見学された方が友人を
誘い、もう一度訪れたいと思うガイド、そしてユーモアを
交えた分かりやすい案内をする事です。
　皆さん、ガイドを難しく考えず、まずは最初の一歩を踏
み出して、私達と一緒に活動してみませんか。鵜沼宿へ是
非お越し下さい。

ボランティアの声　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

－ ９ －

中山道鵜沼宿まちづくりの会

中山道鵜沼宿ボランティアガイドの会

□　平成 25 年度の足跡　□

ガイド実績
町屋館　6,395人
脇本陣　5,487人

　中山道鵜沼宿ボランティアガイドの会は、今年度は22名で活動を行いました。昨年度に引き続き中央ライフデザイ
ンセンターで開講された木曽川アカデミー前期講座の講師を担当したほか、例年開催しているぷらっと寄り道ウオー
キングでは鵜沼のむかしばなしにまつわる場所を巡り、その場所でむかしばなしを朗読するという新たな試みが行わ
れました。
また今年度は市制50周年を記念して、歴史民俗資料館と協同し「郷土の英雄　村国男依」パネル展を市内４ヵ所で開
催しました。
　2月には新たにボランティアガイドの募集・説明会を行い、数名が新年度に向けてトレーニング中です。中山道鵜沼
宿ボランティアガイドの会は、新メンバーを加えてさらなるガイド活動の充実を図っていきます。

 5月 7日(火)～6月11日(火)　木曽川アカデミー前期長期講座講師

 6月 2日(日)　中山道ぷらっと寄り道ウオーキング開催

 6月25日(火)　史跡研修・交流会（五個荘・安土町）

 8月 6日(火)～8月11日(日)　夏休み自由研究おたすけウイーク開催

 9月22日(日)　鵜沼宿まつり参加・協力

10月11日(金)　史跡研修（垂井町・関ヶ原町）

10月15日(火)　「郷土の英雄　村国男依」パネル展開催

10月26日(土)　初めての鵜沼宿ガイドツアー（雨天中止）

11月 3日(日)～11月24日(日)　中山道大井宿のれんコンテスト出展

11月10日(日)　伊木山周辺の史跡巡りと“とろろ汁”開催

 1月26日(日)　防災訓練参加

 2月23日(日)・2月26日(水)　新規ボランティアガイド説明会

 3月16日(日)　鵜沼宿春まつり参加・協力

中山道鵜沼宿町屋館春の引き札
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平林由雄

　桜花散り新緑萌え出ずる候となりました。この5月には町
屋館が開館6周年、脇本陣が4周年の初夏を迎えることとな
ります。今年の冬は厳しい寒気が辺りを包み込み訪ねてい
ただいた方も少なかったように感じられましたが、桜前線
の北上につれて賑やかさを取り戻している昨今です。
　町屋館の展示も若干変化をつけ、昨秋ボランティアガイ
ドの手によって初めて作成展示した「郷土の英雄　村国男
依」解説パネルを、しばらくの間展示しています。見過ご
されてしまった方は是非とも一見のほどお勧めします。
　また、既に発行済みの『訪ねてみよう中山道鵜沼宿』シ
リーズの初巻・各務野を西へ・市内全域へと銘打った小冊
子3冊は、私達が制作したもので、鵜沼宿近辺の全ての歴史
的みどころを網羅している決定版だと思っています。無料
にてお渡ししておりますので、ご希望の節はどうぞお早め
に町屋館窓口にお尋ねください。

　本年度は、「まちづくりの会」を○回開きました。こ
の会議では、自治会や市の関連部署と共に、鵜沼宿の保
存や活性化に取り組んでいます。
　また、会員は復元した郷土菓子かんどばぼちの製造・
販売を鵜沼宿の行事に合わせて行いました。鵜沼宿脇本
陣の毎日の管理業務や、中山道の清掃活動(毎月2回)も
行っています。
　今年の研修会は岩村を訪れ、城下町における観光活用
の実践例を学びました。

糟谷さん

平林さん

▲ 恵那市岩村町研修会の様子（11月26日）

▲ 中山道鵜沼宿ボランティアガイドの会会員
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『旧中山道鵜沼宿本陣桜井家文書』  　Ⅳ

News 1 展示用和風衝立の導入

　鵜沼宿本陣桜井家に残る史

料のなかから「聞書集」を収

録しました。これには、人々

の興味や関心を惹く江戸時代

後半の全国各地の出来事が記

録されています。

A4判　118頁　頒布価格500円

News 3

木曽川～夢と浪漫のまちづくり事業備

　古い家並みの縦格子を思わ

せる、杉材で作った展示用衝

立を備品に導入しました。

　一つの大きさは、高さ2m・

幅90㎝です。全部で20枚用意

しました。和室や板の間での

展示が引き立ちます。

中山道ぎふ17宿歩き旅

News 4

TOPICS 中山道鵜沼宿ポスターコレクション

　中山道鵜沼宿のPRポスター

を3ヶ月毎に作製しています。

平成24年11月から始め7枚目と

なりました。

　このポスターは、愛知県へ

の通勤客の多いJR鵜沼駅の改

札近くに掲示しています。3ヶ

月先までの行事予定を掲載し

ていますが、それよりも目を

引き付けることが目的です。

　写真撮影・レイアウト・デ

ザイン・印刷の全てを職員が

行っています。 ▲平成 24 年 10 月 ▲平成 25 年 1 月 ▲平成 25 年 4 月

▲平成 25 年 7 月 ▲平成 25 年 10 月 ▲平成 26 年 1 月 ▲平成 26 年 4 月

▲縦格子衝立の使用例

▲スタンプラリーの受付風景

▲町屋館前に掲示された案内板

　10月12日～11月17日の期間、

岐阜県の主催で「中山道ぎふ17

宿歩き旅2013」が行われました

。鵜沼宿としては、体験プログ

ラム、宿場歩き・まち歩きプロ

グラム、中山道ぎふ17宿踏破ウ

ォーキング、中山道ぎふ17宿ス

タンプラリーに参加。次年度も

開催されます。

　中山道鵜沼宿をはじめ、おがせ池や村国

座など歴史・景観的に優れた拠点のネット

ワーク化を計るため、遊歩道を整備し各ポ

イントに案内標識を設置しました。

　　　　　　　　　（担当:都市計画課）

（散策ルート整備）


